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1 光熱水使用量比較表

（１） 小学校全体の使用量について

目標達成状況　※1

未達成

達成

達成

（２） 篠崎第五小学校の使用量について

目標達成状況　※1

達成

達成

未達成

2 令和５年度の取り組みの振り返り

　　　　※２　数字は江戸川区第６次環境行動計画の基準年（令和３年度）との比較となります。
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目標を達成できた。
「使用していない教室、トイレ、更衣室、給湯室など、人が常時いない場所ではこまめに消灯する」ことや「蛍光灯を間引きする」ことに取り組むなど、小さな努力の積み重ねの結果
だと考える。月別の電気使用量を見ると、特に７月と９月の期間が多かった。冷房を使用する時間の長さ、設定温度の低さが原因だと考える。熱中症予防に気を付けながらも冷房
による電気消費量を抑えられるように気を付けていく。

目標を達成できた。
令和４年度に引き続き、令和５年度も使用量を削減できたことはよかった。しかし、区小学校全体と比較すると本校の使用量は依然として多い。令和４年度は、電気同様、「夏季期
間は、クールビズ、冬季期間はウォームビズを実施しする」とし取り組みを進めてきたが、ガス暖房を使用する冬季期間はガスの使用量が大変多くなってしまった。冬季期間のガス
使用量を少しでも減らすことができるようにウォームビズをさらに推進していきたい。
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目標を達成できなかった。
目標を達成することはできなかったが、令和４年度より令和５年度は使用量を削減できたことはよかった。水の出しっぱなしを減らすように児童にも呼び掛けた結果ではないかと考
える。今後は、目標達成のために、児童への水の出しっぱなし等に対する指導の継続やプールでの失水事故を起こさないように学校全体で取り組むことなど、できることに一つ一
つ取り組んでいく。
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上記の結果を確認していただき、目標の達成・未達成理由や、削減につながった取り組み内容など詳細にご記入ください。
評価は各校（園）の増減だけでなく、全体とも比較してください。
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光熱水費使用量の取組み結果について
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篠崎第五小学校
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